
学識経験者意見

専門の学識経験者により 「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の、

確保に関する法律」に基づき申請のあった下記の遺伝子組換え生物等に係る第一種使用

規程に従って使用した際の生物多様性影響について検討が行われ、別紙のとおり意見が

とりまとめられました。

cry1Ab, pa t , Zea１ チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ（

（ ）mays mayssubsp. (L.) Ilt is Bt10）

, ,２ 名称：除草剤グリホサート及びアセト乳酸合成酵素阻害剤耐性ダイズ（ga t gm-hra

（ ）Glycine max (L.) Merr . DP-356043-5, OECD UI: DP-356043-5）



（別紙）

生物多様性影響評価検討会における検討の結果

cry1Ab,１ 名称：チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ（

（ ）pa t , Zea mays mayssubsp. (L.) Ilt is Bt10）

第一種使用等の内容：隔離ほ場における栽培、保管、運搬及び廃棄並びにこれらに
付随する行為
申請者：シンジェンタ ジャパン（株）

（１）生物多様性影響評価の結果について

ア 競合における優位性

宿主が属する生物種であるトウモロコシ（ ( ) ）Zea mays mayssubsp. L. Ilt is

は、我が国において長期にわたり栽培等がされているがこれまで自生化するとの

報告はされていない。

米国での温室試験において、本組換えトウモロコシの形態及び生育特性が調査

されているが、生物多様性に影響を及ぼすような非組換えトウモロコシとの差異

は認められていない。

本組換えトウモロコシには、移入された改変型 遺伝子が発現、産生すcry1Ab

る 蛋白質によりチョウ目害虫抵抗性が、また、 遺伝子が発現、産生Cry1Ab pat

する 蛋白質により除草剤グルホシネートへの耐性が付与されている。しかPAT

し、チョウ目害虫による食害が、トウモロコシの自然条件下での生育を困難にさ

せる主な要因でないこと、また、グルホシネートは自然環境下で選択圧になるこ

とはないと考えられるため、これらの性質を有することにより競合において優位

性が高まることは考えにくい。

これらのことから、第一種使用規程に従って使用した場合に影響を受ける可能

性のある野生動植物等は特定されず、競合における優位性に起因する生物多様性

影響が生ずるおそれはないとの申請者による結論は妥当であると判断した。

イ 有害物質の産生性

宿主が属する生物種であるトウモロコシについては、野生動植物に影響を及ぼ

すような有害物質を産生するとの報告はされていない。

米国での温室試験において、本組換えトウモロコシの有害物質の産生性が調査

されているが、非組換えトウモロコシと比較して有害物質の産生性が高まってい

ないことが確認されている。

本組換えトウモロコシは、チョウ目昆虫に殺虫活性を有する 蛋白質及Cry1Ab

びグルホシネートへの耐性を付与する 蛋白質を産生する。PAT

。PAT 蛋白質が野生動植物等に対して有害性を示すとする報告はされていない



また、 蛋白質は基質特異性が高く、宿主の代謝系に影響を及ぼすことはPAT

ないと考えられる。

一方、 蛋白質については、チョウ目昆虫に対する殺虫活性を有していCry1Ab

る。従って、本組換えトウモロコシを隔離ほ場で栽培した場合、花粉で発現する

蛋白質が、ほ場周辺に生息するチョウ目昆虫に影響を与える可能性が考Cry1Ab

えられるが、米国における栽培試験の結果、本組換えトウモロコシの花粉におけ

る 蛋白質の産生量は 法による定量限界以下であり、個体群レベCry1Ab ELISA

ルで本組換えトウモロコシから飛散する花粉による影響を受ける可能性は極めて

低いと判断される。

以上のことから、第一種使用規程に従って使用した場合に影響を受ける可能性

のある野生動植物等は特定されず、有害物質の産生性に起因する生物多様性影響

が生ずるおそれはないとの申請者による結論は妥当であると判断した。

ウ 交雑性

我が国の自然環境中にはトウモロコシと交雑可能な野生植物は生育していない

ことから、影響を受ける可能性のある野生植物は特定されず、交雑性に起因する

生物多様性影響が生ずるおそれはないとの申請者による結論は妥当であると判断

した。

（２）生物多様性影響評価書を踏まえた結論

、 、以上を踏まえ 本組換えトウモロコシを第一種使用規程に従って使用した場合に

生物多様性影響が生ずるおそれはないとした生物多様性影響評価書の結論は妥当で

あると判断した。

２ （略）
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